
兵庫県立村岡高等学校 いじめ防止基本方針 

県立村岡高等学校 

 

１．はじめに 

 すべての生徒が安心して学校生活を送り、有意義で充実した様々な活動に取り組むことができるよう、

いじめの防止に向け日常の指導体制を整備し、いじめの未然防止を図る。また「いじめはどの学級にも

学校にも起こり得る」という認識を持ち、いじめの早期発見に取り組み、いじめを認知した場合は適切

にかつ速やかに解決するために、いじめ防止全体計画を次のように定める。 

 

２．いじめに対する本校の方針 

本校では、生命を尊ぶ精神を基本に据え、誰もが安全に、安心して生活できる学校環境を整えること

に努めている。いじめについては「生命の尊厳を脅かす行為」として位置づけ、「いかなる理由において

も許されない」という共通認識のもと日頃からいじめの未然防止と早期発見に努め、いじめを根絶する

ことを目指す。 

いじめが起こる背景には、生徒が抱える心理的な要因が大きく影響する。具体的には、自尊感情が低

いために自分自身や他者のことを大切にできなかったり、他者との人間的なつながりを十分に感じられ

ないために不安や孤独を感じ、他者に対して攻撃的になったりする場合などである。よって、いじめを

根絶するためには、生徒の自治の力と自主性を高め、自身を取り巻く課題を仲間とともに解決していく

力を身につけさせることが不可欠である。 

このため本校では、生徒に対してホームルーム活動や部活動、学校行事などへの積極的な参加を奨励

し、生徒が仲間との連帯感を高め、自発性・自主性・自律性を培い、存在感や成就感を体得する指導を

すすめる。これにより、個人や集団が抱える課題を自ら解決する力を生徒に身につけさせ、いじめを許

さない集団に育てることを目指す。 

また、いじめ事案発生時においても、被害生徒に対してはその人権と尊厳を守り、また加害生徒に対

しては自分の行動とその背景となった自身の課題について理解し解決できるように、対話を重視した指

導を徹底する。その際、「生徒は一人一人がかけがえのない存在として大切にされること」を中心課題に

置く。そして、いじめを認知した場合は、一部の教員のみが抱え込むのではなく教職員全体がチームと

して対応し、適切かつ速やかな解決をはかる。 

 

３．いじめ防止等の指導体制・組織的対応等 

(1) 基本的な考え方 

本校では以下の項目（私たちが確かめること）について全校生に周知して共通の認識とし、誰もが安

全に・安心して生活できる環境を整えるように努める。 

１．私たちは、学校生活を送ることにおいて、いついかなる時でも平等でなければならない。 

２．私たちは、個人の性格、人柄、考え方、身体的特徴、能力、男女別などによる差別や、ひやかし

や、いじめなどの行為を許してはならない。 

３．どんな理由があっても、暴力を受けたり、傷つけられたり、はずかしめられることはない。 

４．びくびくすることなく、いじけることなく、安心して学校生活を送る権利がある。 

５．私たちは、学校生活において、自由に何でも言える権利がある。 



６．ないがしろにされたり、いじめられた時、言論で立ち向かう権利がある。 

７．立ち向かい抵抗する人を支持し、守るために仲間が立ち上がる権利がある。 

８．人権侵害の加害者の責任を問うため、効果ある救済を求めるため、生徒会や学級そして学校や親

に訴える権利がある。訴えたことに対して、差別されたりいじめたりされない。 

９．いじめ・暴力は、いかなる理由があっても１００％加害者の責任である。 

 

 

(2) 入学時の指導 

① 入学時校内オリエンテーションにおいて前述の「私たちが確かめあうこと」を確認し、これま

での自身の経験について考えさせる。また作文指導を行い、過去の経験や心情を書かせ、高校生

として新たなスタートが切れるよう気持ちを整理させる。 

② 新入生の出身中学校と情報交換を行う。 

③ 必要に応じて合格者対象説明会にて、教育相談委員会による個別相談を実施する。 

 

(3) 日常の指導 

① 指導体制 

いじめに対しては予防と早期対応が有効であるという認識の下、担任をはじめとする全教職員

で指導にあたると同時に、地域社会や外部の専門機関とも連携して的確で実効的な対応をするた

め、校内組織と関係機関について別紙のとおり定める。 

資料１ 校内指導体制及び関係機関 

② 指導計画 

   学校教育活動全体を通じて、いじめの防止に資する多様な取り組みを体系的・計画的に行うた

め、指導方針と指導方法および年間計画を別紙のとおり定める。 

資料２ 指導計画 

資料３ いじめ実態アンケート 

資料４ チェックリスト 

 (4) いじめ事案発生時の対応 

いじめの疑いに関する情報を把握した場合やいじめを認知した場合は、別紙の対応にのっとり、いじ

めの事実確認から情報の収集・記録・共有、さらに加害生徒への指導までを含め、迅速で適切な解決に

向けて組織的に対応する。 

資料５ いじめ発生時の組織的対応 

 

４．重大事態への対応 

(1)  重大事態とは 

重大事態とは、「いじめにより生徒の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認める

とき」あるいは「いじめにより生徒が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある

場合と認めるとき」である（いじめ防止対策推進法）。「重大な被害」については、いじめを受ける生

徒の状況で判断する。たとえば、身体に重大な傷害を負った場合、精神性の疾患を発症した場合、金品

等に重大な被害を被った場合などのケースが想定される。また、「相当の期間」については、不登校の



定義を踏まえ、年間３０日を目安とする。ただし、生徒が一定期間、連続指定欠席しているような場合

には、適切に調査し、学校が判断する。 

生徒や保護者からいじめられて重大事態に至ったという申立てがあったときは、校長が判断し、適切

に対応する。 

(2)  重大事態への対応 

校長が重大事態と判断した場合、直ちに、県教育委員会に報告するとともに、校長がリーダーシップ

を発揮し、学校が主体となって、いじめ対策チームに専門的知識及び経験を有する外部の専門家である

保護司等を加えた組織で調査し、事態の解決にあたる。 

なお、事案によっては、県教育委員会が設置する重大事態調査のための組織に協力し、事態の解決に

努める。 

 

５．その他の留意事項 

いじめ防止等については、地域とともに取り組む必要があるため、策定した本方針については、学校

のホームページなどで公開するとともに、あらゆる機会を利用して保護者や地域への情報発信に努める。  

また、いじめ防止等に実効性の高い取り組みを実施するため、本方針が、実情に即して効果的に機能

しているかについて、「いじめ対策チーム」を中心に点検し、必要に応じて見直す。本方針の見直しに

際し、学校全体でいじめの防止等に取り組む観点から、生徒の意見を取り入れるなど、いじめの防止等

について生徒の主体的かつ積極的な参加が確保できるよう留意する。また、地域を巻き込んだ学校の基

本方針となるよう、保護者等地域からの意見を積極的に聴取することに留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日常の指導体制（校内指導体制及び関係機関）                            資料１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内指導体制 

 
・自治の力によるいじめの根絶を目指す 

・「いじめは生命の尊厳を脅かす行為であり、いかなる理由においても絶対にゆるされない」 

・特別活動の奨励 

・対話による指導の重視 

 

全教職員による共通認識 

 
管理職  ：いじめ対策チームの統括、外部機関への連絡調整、県教委への報告  

担任   ：個別面談、ホームルーム活動、保護者との連携 

学年団  ：教育相談係を中心とする情報の共有 

教育相談委員会：情報交換会議（毎週１時間）、こころの健康相談（年間 22回実施） 

中学校・児童相談所等との連携 

生徒指導部：入学時オリエンテーション、指導部長講話、警察との連携 

養護教諭 ：教育相談委員会を中心とした情報の共有、生徒への精神的・身体的支援 

部活動顧問：生徒との対話、行動観察、職員間での情報の共有 

全職員  ：生徒との対話、行動観察、職員間での情報の共有、カウンセリングマインド研修会（年

２回） 

 

役割分担 

 

構成員：管理職、生徒指導部長、教育相談委員長、各学年主任、キャンパスカウンセラー 

・学校いじめ防止基本方針の見直し、改善 

・年間指導計画の作成、実施、改善 

・校内研修会の企画・実施 

・いじめアンケート結果、報告等情報の整理・分析 

・いじめが疑われる案件の事実確認・対応 

・要配慮生徒への支援方針 

 

 

いじめ対策チーム 

 

・村岡、小代、関宮、その他の各中学校 

・豊岡子ども相談所 

・美方警察、養父警察 

・キャンパスカウンセラー 

・PTA 

 

関係機関 

連携 



指導計画                                                                             資料２  

 

１ 自尊感情の高揚と自治の力の育成 

日常生活において、生命を尊ぶ精神を生徒指導の基本に据え、対話による指導を重視し、生徒一人一人

の観察と理解に努める。また、ホームルーム活動や部活動、特別活動などへの積極的な参加を奨励して、

生徒の自発性・自主性・自律性を培い、存在感や成就感を体得する指導をすすめることで、いじめを許さ

ない集団の育成に努める。 

２ アンケートの実施 

「いじめ実態アンケート」を定期的に行い、生徒の実態把握といじめ防止への意識高揚に努める。 

３ チェックリストの活用 

いじめの早期発見と的確な生徒観察のため、「いじめ早期発見のためのチェックリスト」を活用する。 

４ 教育相談活動の充実 

教育相談委員会およびキャンパスカウンセラーと協力して教育相談活動を充実させ、生徒の人格的成長

を援助する。 

５ 他機関との連携 

保護者、地域社会、関係諸機関との連携協力を深め、生徒の実態把握と開かれた学校づくりに努める。

（地区別懇談会・学校評議員会の実施、「村高だより」の配布、学校評価アンケートの実施、生徒指導連

絡協議会への参加、など） 

６ 年間指導計画 

月 内容  月 内容  

４月 

入学時オリエンテーション 

10月 

教育相談委員会（毎週火曜日） 

教育相談委員会（毎週火曜日） いじめ実態アンケート② 

個人面談① いじめ実態アンケート集計・分析② 

５月 

いじめ実態アンケート① 

11月 

個人面談② 

いじめ実態アンケート集計・分析① 教育相談委員会（毎週火曜日） 

教育相談委員会（毎週火曜日） 三者面談② 

６月 

学校祭のとりくみを通したクラスづく
り（～９月） 

12月 

 

教育相談委員会（毎週火曜日） 職員研修会② 

地区別懇談会  

７月 

教育相談委員会（毎週火曜日） 

１月 

教育相談委員会（毎週火曜日） 

職員研修会①  

三者面談①  

８月 

 

２月 

教育相談委員会（毎週火曜日） 

  

  

９月 

教育相談委員会（毎週火曜日） 

３月 

 

  

 新入生出身中学校訪問 

 

 

 



いじめ実態アンケート                                                                  資料３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
いじめ実態アンケート        

村岡高等学校 生徒指導部 

第（   ）学年 性別[ 男 ・ 女 ] 

 

このアンケートは安心・安全な学校生活を実現するために行うものです。 
 

問１． いじめられた経験はありますか。  

①ある          ②ない 

問２． 問１で「①ある」と答えた人へ質問します。それはいつ頃のことですか。 

（複数回答可） 

          ①現在  ②小学校   ③中学校   ④高校１年   ⑤高校２年 

問３． 問１で「①ある」と答えた人は、その内容を具体的に書いてください 

 

 

 

問４．  いじめた経験はありますか。    

①ある          ②ない 

問５． 問４で「ある」①と答えた人へ質問します。それはいつ頃のことですか。 

（複数回答可） 

          ①現在  ②小学校   ③中学校   ④高校１年   ⑤高校２年    

問６． 問４で「①ある」と答えた人は、その内容を具体的に書いてください 

 

 

 

問７．  いじめを見たり聞いたりした経験はありますか。  

①ある          ②ない 

問８． 問７で「①ある」と答えた人へ質問します。それはいつ頃のことですか。 

（複数回答可） 

          ①現在  ②小学校   ③中学校   ④高校１年   ⑤高校２年  

問９． 問７で「①ある」と答えた人は、その内容を具体的に書いてください 

 

 



いじめ早期発見のためのチェックリスト                                                  資料４ 

教室 

□ 1 靴箱の靴が乱雑に入れてある。または、靴が靴箱に入っていない者が多い。 

□ 2 朝いつも誰かの机が曲がっている。または、特定の生徒だけの机の間隔が他の生徒と開いている。 

□ 3 掲示物が破れていたり、落書きがあったりする。 

□ 4 教室のごみ箱にごみがあふれている。 
 

集団 

□ 5 グループ分けをすると特定の生徒が残る。 

□ 6 クラスやグループの中で絶えず周りの顔色をうかがう生徒がいる。 

□ 7 授業中に、特定の生徒に消しゴム等を投げている。 

□ 8 些細なことで特定の生徒をひやかしたりするグループがある。 

□ 9 特定の生徒に気を遣っている雰囲気がある。 

□ 10 自分たちのグループだけでまとまり、他を寄せつけない雰囲気がある。 

□ 11 班にすると机と机の間に隙間がある。 

□ 12 教職員がいないと掃除がきちんとできない。 
 

いじめられている生徒 

□ 13 いつもみんなの行動を気にし、下を向いて視線を合わせず、目立たないようにしている。 

□ 14 他の生徒からの悪口や攻撃に対して、言い返さなかったり愛想笑いをしたりしている。 

□ 15 班編成のときに孤立しがちである。 

□ 16 腹痛などの体調不良を訴えて保健室へ行きたがる。 

□ 17 登下校時、休み時間、掃除の時間、昼食時などに一人でいることが多い。 

□ 18 教室へいつも遅れて入ってくる。 

□ 19 持ち物や机に、落書きをされたりいたずら（隠す、壊すなど）をされたりする。 

□ 20 発言をすると他の生徒からひやかされたり、からかわれたりする。 

□ 21 いつも雑巾がけやごみ捨ての当番になっている。 

□ 22 トイレなどに個人を中傷する落書きが書かれる。 

□ 23 遅刻・早退・欠席が増える。 

□ 24 顔色が悪く、元気がなく暗い表情になる。 

□ 25 学習意欲が減退し、忘れ物が増えたり、授業に集中しなくなる。 

□ 26 成績が突然下がる。 

□ 27 部活動を休むことが多くなり、やめると言い出す。 

□ 28 いじめアンケートを提出しない。 

□ 29 いじめアンケートの記述欄に多くの記述をする。 

□ 30 毎日、必要以上のお金を持ってくる。 

□ 31 服に靴の跡がついていたり、ボタンが取れたりポケットが破れたりしている。 

□ 32 手足に擦り傷やあざがある。 

□ 33 けがをすることが多く、その状況と本人が言う理由が一致しない。 
 

いじめている生徒 

□ 34 あからさまに教職員の機嫌をとることが多く、教職員によって態度を変える。 

□ 35 教職員の指導を素直に受け取れない。 

□ 36 特定の生徒にのみ強い仲間意識を持つ。 

□ 37 グループで行動し、他の生徒を威嚇したり、指示を出したりする。 

□ 38 活発に活動するが、他の生徒にきつい言葉をつかう。 

□ 39 家や学校で悪者扱いされていると思っている。 

□ 40 多くのストレスを抱えている。 



いじめ発生時の組織的対応                                                              資料５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報を得た教職員 

→当該生徒の担任・学年主

任等 

→生徒指導部長・教頭 

→校長 

→県教育委員会 

※保護者へは事実確認後に

連絡（以後は適宜連絡） 

 

いじめ情報のキャッチ 

正確な実態把握と 

指導体制および 

指導方針の決定 

 

生徒への指導・支援 

 

事後の対応 

日常の観察、いじめアンケート、教育相談、個人面談、生徒・

保護者・地域住民等からの訴えや情報 

①情報を得た教職員から報告を受け、チーム内で共通理解 

②調査方針及び分担を決定 

③事案の状況から、事情を調査するメンバーを決定 

④事実関係の把握、報告 

⑤いじめ対策チームで指導方針の決定・指導体制の編成 

⑥事案の状況により、メンバーの決定 

⑦職員会議で報告、全教職員で共通理解 

①いじめ解消に向けた指導をする 

（ア）いじめられた生徒を保護し、心配や不安を取り除き、

どんなことがあろうと守り抜くことを約束する。 

（イ）いじめた生徒に、相手の苦しみや伊丹に思いを寄せる

指導を風聞に行う中で「いじめは決して許されない行

為である」という人権意識を持たせる。 

②暴力・恐喝等の犯罪行為があった場合や、学校だけでは指

導が困難な場合、また、生命または身体の安全が脅かされ

るような重大事案が発生した場合は、関係機関に連絡・相

談し支援を求める。 

①いじめ事案が解消されても、継続指導・経過観察を行う。 

②スクールカウンセラー等の活用を含め、心のケアをする。 

③再発防止・未然防止活動を継続していく。 

学校 

関係機関 保護者 

＊生命または身体の安全が脅かされるような重大な事案が発生した場合 

①速やかに県教育委員会や警察等の関係機関に報告する。 

②県教育委員会の支援の元管理職が中心となり、学校全体で組織的に対応し、迅速に事案解決にあたる。 

③事案によっては、当事者の同意を得た後、説明文書の配布や緊急保護者会を実施する。 

④マスコミ対応は県教育委員会と連携し、情報の窓口を一本化する。 

 

＊ネット上でのいじめが発生した時の対応 

 ネットを利用したいじめは、その匿名性のために罪悪感が低くなりがちである。相手の気持ちが分かり
にくく、いじめがエスカレートしやすいうえに、広範囲に広がる危険性がある、 

①生徒にネットに関する正しい知識を提供するとともに、個別面談等では情報を積極的に収集する。 

②誹謗中傷を書き込むことは「いじめ」にもつながり、悪質なものは警察に検挙されること等を生徒に認
識させ、情報モラルの指導を折に触れてこまめに行う。 

報告の流れ 

連携 連絡・相談 


